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越
え
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路
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遷

四
、
結

言

一
、
緒

言

ロ
シ
ア
人
が
欧
露
の
森
林
帯
か
ら
そ
の
南
方
の
森
林
ス
テ
ッ
プ
帯
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
帯
へ
と
進
出
し
て
い
っ
た
事
情
に
つ
い
て
、
ま
た
、

般
に
ロ
シ
ア
人
の
シ
ベ
リ
ア
征
服
に
み
ら
れ
る
特
徴
的
な
諸
事
実
に
つ
い
て
、
筆
者
は
さ
き
に
簡
単
な
が
ら
序
説
的
な
記
述
を
試
み
た
こ
と
が

註
1あ

る
。
本
稿
は
そ
れ
に
続
く
も
の
で
、
筆
者
の
企
図
し
て
い
る
「
西
シ
ベ
リ
ア
開
拓
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
の
一
部
分
を
構
成
す
る
も
の
で

粧
2あ

る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、

ロ
シ
ア
人
の
シ
ベ
リ
ア
征
服
時
代
に
お
い
て
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
各
地
方
に
は
如
何
な
る
民
族
が
占
拠
し
て
い
た
の
で

あ
る
か
、
ま
た
そ
の
時
代
に
は
、

ウ
ラ
ル
山
脈
を
越
え
て
欧
露
と
シ
ベ
リ
ア
と
を
連
絡
す
る
交
通
路
は
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
っ
た
か
と
い

う
こ
と
を
、

ソ
連
に
お
け
る
歴
史
学
的
な
ら
び
に
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
考
察
し
て
み
る
。
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路

五
四

柱
l

拙
稿
、
シ
ベ
リ
ア
の
開
拓
と
人
口
（
人
文
地
理
、
開
巻
二
号
、
昭
和

二
七
年
）

岡
、
欧
・
露
の
森
林
ス
テ
ッ
プ
帯
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
帯
の
開
拓
（
史
淵
‘

五
七
輯
、
昭
和
二
八
年
）

2

西
シ
ベ
リ
ア
開
拓
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
本

術
と
前
後
し
て
朝
倉
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
る
予
定
の
「
隠
史
地
理
講

座
、
第
二
巻
」
の
拙
一
楠
「
シ
ベ
リ
ア
開
拓
の
歴
史
地
理
」
を
参
照
さ
れ

’】、。

ふ’t
’L

V

二
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
諸
民
族

ま
ず
最
初
に
、

ロ
シ
ア
人
が
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
て
西
シ
ベ
リ
ア
へ
進
出
し
て
い
っ
た
当
時
、

そ
れ
ら
の
ロ
シ
ア
人
と
関
係
を
も
つ
に
い
た

っ
た
西
シ
ベ
リ
ア
の
諸
民
族
に
つ
い
て
、
概
要
の
こ
と
径
の
べ
て
お
き
た
い
。

ロ
シ
ア
人
の
進
出
以
前
に
お
け
る
古
代
シ
ベ
リ
ア
の
住
民
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
乙
と
は
、

の
基
礎
を
築
い
た
ミ
ユ
レ
ル
（
の
・
司
・
冨
己
ぽ
円
）

一
八
世
紀
に
シ
ベ
リ
ア
史
研
究

い
ら
い
の
困
難
な
問
題
で
、
近
年
に
お
け
る
シ
ベ
リ
ア
諸
地
方
の
学
術
的
調
査
の
結
果
と

し
て
明
か
に
な
っ
た
事
実
も
多
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、
本
稿
と
は
直
接
の
関
係
も
な
く
充
分
の
用
意
も
な
い
の
で
、
乙
乙
で
は
た
だ
、
西
シ
ベ

リ
ア
は
旧
石
器
時
代
い
ら
い
人
類
の
居
住
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
新
石
器
時
代
か
ら
青
銅
器
お
よ
び
鉄
器
時
代
に

わ
た
る
、
西
シ
ベ
リ
ア
南
部
か
ら
北
部
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
お
よ
び
ア
ル
タ
イ
・
サ
ヤ
ン
山
地
に
か
け
て
の
古
文
佑
は
、
近
年
と
く
に
注
目
さ
れ
て

ト
ボ

l
ル
川
お
よ
び
イ
ル
チ
シ
ュ
川
の
上
流
地
万
、
お
よ
び
オ
ピ
川
上
流
の
ア
ル
タ
イ
山
地
か
ら
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
上
流
の
ミ
ヌ

い
る
、
．
も
の
で
、

シ
ン
ス
ク
盆
地
に
わ
た
る
ア
ル
タ
イ
・
サ
ヤ
ン
地
方
な
ど
に
は
、

ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
ヴ
ォ
文
佑
（
〉
官
民
営

3
4白
wmqmC
と
か
、

ア
ン
ド
ロ
ノ
グ

ォ
文
佑
（
K
F
同門凶円。居。
4
1
白
封
印
可
印
）
と
か
呼
ば
れ
る
古
い
文
佑
圏
の
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
、
歴
史
時
代
に
い
た
る
ま
で
の
多
数
の
遺
跡
が
し
ら

怯
－

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ユ
グ
ラ
族
ハ
ウ
グ
ラ
族
三
き
て
、
ロ
シ
ア
人
の
シ
ベ
リ
ア
進
出
に
直
接
関
係
す
る
民
族
と
し
て
‘
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
ユ
グ
ラ
族
（

J
p
m
E
W

J
F
m同

1mrdmR凶
）
で
あ
ろ
う
。

一
世
紀
末
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
人
が
欧
露
の
北
部
か
ら
毛
皮
を
も
と
め
て
北
部
ウ
ラ
ル
方
面
へ
進
出
し
た
と
き
、



ま
ず
出
会
っ
た
の
は
ぺ
チ
ョ
ラ
族
で
あ
り
、

つ
い
で
ユ
グ
ラ
族
で
あ
っ
た
。
ペ
チ
ョ
ラ
族
と
い
う
の
は
、

ウ
ラ
ル
山
脈
西
方
の
ぺ
チ
ョ
ラ
川
流

域
に
い
た
ズ
ィ
リ
ヤ
ン
族
（
N
ヨ
・
可
日
ゲ
現
在
の
名
称
は
コ

l
E
族
問
。
E
C
と
お
も
わ
れ
る
（
第
一
図
参
照
）
。

ネ
ス
ト
ル
年
代
記
の
一

O

九
六
年
の
項
に
み
え
る
ギ
ュ
リ
ヤ
タ
・
ロ
ゴ
ヴ
ィ
チ
（
の
可
己
『
可

m
g
m。問。
i
n
y）
の
談
話
に
よ
っ
て
判
断
す
れ
ば
、
か
れ
が
ぺ
チ
ョ
ラ
族
の

と
こ
ろ
へ
派
遣
し
た
者
が
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
ユ
グ
ラ
族
の
と
こ
ろ
へ
ゆ
き
、

ユ
グ
ラ
族
か
ら
、
お
そ
ら
く
ウ
ラ
ル
山
脈
と
推
定
さ
れ
る
「
天

空
に
そ
び
え
る
’
一
山
脈
の
こ
と
、

「
そ
の
山
脈
を
越
え
る
道
は
、
断
崖
と
雪
と
密
林
で
透
る
乙
と
が
で
き
な
い
」
こ
と
な
ど
を
、
き
い
た
の
で
あ

シ
ン
も
、

こ
の
北
部
ウ
ラ
ル
越
え
の
難
路
が
ロ
シ
ア
人
に
征
服
さ
れ
た
の
は
、

一
一
世
紀
に
お
け
る
ユ
グ
ラ
族
の
居
住
地
は
明
ら
か
に
ウ
ラ
ル
山
脈
の
西
斜
面
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
パ
フ
ル
l

設
2

お
そ
ら
く
一
二
世
紀
初
め
ご
ろ
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

る
か
ら
、

し
か
る
に
一
四
世
紀
の
記
録
、
す
な
は
ち
第
四
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
年
代
記
の
一
三
六
四
年
の
項
に
「
こ
の
年
の
冬
、

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
人
等
は
オ
ピ
川

に
そ
う
で
海
に
い
た
る
ま
で
遠
征
し
た
の
ち
、

ユ
グ
ラ
族
の
と
こ
ろ
か
ら
帰
還
し
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、

一
回
世
紀
に
は
明
ら
か
に
ユ
グ

ラ
族
の
居
住
地
は
ウ
ラ
ル
山
脈
の
東
斜
面
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
シ
チ
ェ
グ
ロ
フ

（H
・〈・

ω町の
Y
o
m－
。
司
）
は
そ
の
著
「
シ
ベ
リ

ヤ
年
代
史
」
の
一
五
一
四
年
の
条
に
、

乙
の
時
代
か
ら
単
に
ユ
グ
リ
ヤ
と
い
う
と
き
は
、

ス
イ
シ
ワ
川
（

ω可
印
」
沿
）
と
ソ
シ
ワ
川

3
2
4
m）

の
流
域
お
よ
び
ベ
リ
ヨ
ゾ
フ

（閃
O
吋
O
N
O
J
H
）
附
近
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
し
て
お
り
、
パ
フ
ル

i
シ
ン
も
ま
た
、

一
六
世
紀
の
ロ
シ

ア
人
の
地
理
知
識
を
記
載
し
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
「
大
地
図
の
説
明
書

同
邑
mm凶
切
。
】
臼
3
0
5
ロ
の
町
内
w円

H
O
N
F
F

］・0
u
w
斗
」
の
記
述

も
そ
れ
に
合
致
す
る
と
の
べ
て
い
る
。

要
す
る
に
、

は
じ
め
北
部
ウ
ラ
ル
山
脈
の
酉
斜
面
に
い
た
と
お
も
わ
れ
る
ユ
グ
ラ
と
い
う
民
族
の
名

カ2

の
ち
に
は
ウ
ラ
ル
の
東
斜
面
の
オ
ピ
川
下
流
地
方
一
帯
の
地
名
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
そ
の
範
囲
が
限
定
さ
れ

て
、
ウ
ラ
ル
山
脈
か
ら
オ
ピ
川
に
流
入
す
る
ソ
シ
ワ
川
お
よ
び
ス
イ
グ
ワ
川
（

3
m
g）
流
域
の
地
名
と
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
第
二

図
参
照
）
。
そ
う
し
て
ユ
グ
ラ
と
い
う
名
は
一
六
世
紀
の
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
す
た
れ
、

健
品

ら
は
全
く
消
失
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

一
七
世
紀
の
は
じ
め
を
最
後
と
し
て
ロ
シ
ア
の
文
献
か

西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

五
五



西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

ロ
シ
ア
の
学
者
の
見
解
は
、
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
ベ
ル

五
六

ユ
グ
ラ
族
を
如
何
な
る
民
族
に
比
定
す
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、

17世紀末の西シベリアの民族分布

（点線は言語による民族の境界。 Bakhrushin,S.V. : Nauch-

nye廿udy, JD, chast 2.参照）

第一図



ク
に
よ
れ
ば
、
語
の
由
来
か
ら
い
う
と
ユ
グ
ラ
と
い
う
の
は
ズ
ィ
リ
ヤ
ン
族
（
コ

l
ミ
族
）
の
言
語
で
、
オ
ス
チ
ャ
ク
族
ま
た
は
北
部
ヴ
ォ
グ

ル
族
を
さ
し
て
よ
ぷ
名
称
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

ユ
グ
ラ
族
を
ヴ
ォ
グ
ル
族
（
〈
o
m己

現
在
の
マ
ン
シ
族
冨
相
官
窃
日
）

と
み
な
し
た
り
、

オ
ス
チ
ャ
ク
族
（
O
巴
凶
話

F
現
在
の
ハ
ン
ト
ゥ
イ
族
同
町
岡
山

HHq〉

と
み
な
し
た
り
す
る
の
が
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
と
い
っ
て
お
り
、
か
れ

自
身
は
ド
ゥ
ミ
ト
リ
エ
フ
（
k
p
・0
8淳司日
0
4）
の
見
解
を
ひ
い
て
、
独
自
の
民
族
で
あ
っ
た
ユ
グ
ラ
族
が
、
一
八
世
紀
初
め
ご
ろ
に
は
、
そ
の
近

親
関
係
に
あ
る
ヴ
ォ
グ
ル
族
お
よ
び
一
部
は
オ
ス
チ
ャ
ク
族
と
混
血
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
パ
フ
ル

l
シ
ン
は
、

「
古
く
ユ
グ

ラ
と
よ
ば
れ
た
民
族
に
た
い
し
て
、

一
六
世
紀
以
降
に
タ
タ
ー
ル
的
な
ウ
シ
ュ
チ
ャ
ク
（
d
m
v
q印
刷
。

ま
た
は
オ
ス
チ
ャ
ク
（
。
m
q
m
w）
と

い
う
名
称
が
あ
た
え
ら
れ
た
」
と
し
て
い
る
。
す
な
は
ち
、

ユ
グ
ラ
族
と
は
後
世
の
オ
ス
チ
ャ
ク
族
（
ハ
ン
ト
ゥ
イ
族
）
で
あ
る
と
考
え
て
い

円〕『

m
G
E
の
ヴ
ォ
グ

る
が
、
な
お
ロ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
ユ
グ
ラ
族
と
よ
ば
れ
た
も
の
の
な
か
に
は
、
確
か
に
若
干
の
マ
ン
シ
族
（
リ
ヤ
ピ
ン

院
4

ル
族
）
が
い
た
こ
と
を
も
同
時
に
指
摘
し
て
い
る
。

ヴ
ォ
グ
ル
族
は
一
四
世
紀
の
文
献
に
ヴ
ォ
グ
リ
ッ
チ
（
4

。m
E
－nE
w
m
o
m
z
H
K
E
U
ぴ

o
m
E
W
E）
な
ど
の
名
称
の
も
と
に
現
れ
る
。

乙
れ

も
ウ
ラ
ル
西
方
の
北
ド
ヴ
ィ
ナ
川
の
支
流
ウ
イ
チ
ェ
グ
ダ
川
流
域
（
ぺ
ル
ミ
地
方
思
己
居
）
に
い
た
民
族
を
指
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、

一
五
世
紀
お
よ
び
一
六
世
紀
初
頭
に
は
、
す
で
に
ウ
ラ
ル
東
方
の
ペ
ル
イ
ム
川

q
o
q
g）
流
域
の
マ
ン
シ
族
を
指
し
て
い
る
。

乙
の
ヴ
ォ
グ

ル
族
と
い
う
名
称
は
後
代
ま
で
残
っ
て
、

ウ
ラ
ル
東
方
の
オ
ピ
川
の
支
流
ト
ゥ
ラ
川
、
タ
ウ
ダ
川
お
よ
び
コ
ン
ダ
川
の
流
域
、
な
ら
び
に
ウ
ラ

ル
西
万
の
カ
マ
川
流
域
に
い
た
民
族
が
こ
の
名
で
よ
ば
れ
た
。

西
シ
ベ
リ
ア
の
オ
ピ
川
流
域
に
い
た
オ
ス
チ
ャ
ク
族
（
ハ
ン
ト
ゥ
イ
族
）
と
ヴ
ォ
グ
ル
族
（
マ
ン
シ
族
）
と
の
主
と
し
て
居
住
す
る
地
方
は

森
林
帯
で
あ
っ
て
、
か
れ
ら
の
お
も
な
生
業
は
漁
業
で
、
そ
れ
に
狩
猟
が
と
も
な
い
、
農
耕
は
そ
の
地
方
の
自
然
的
条
件
が
ゆ
る
さ
な
い
の
で

E
5
 

一
般
に
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
両
民
族
は
、

と
も
に
フ
イ
ン
系
（
回
国
民
γ
d
m
E州
自
由
）
に
分
類
さ
れ
る
近
親
関
係
の
民
族
で
、

七
世
紀
と
ろ
の
ロ
シ
ア
人
も
、
前
述
の
よ
う
に
両
民
族
を
混
同
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

五
七



西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

五
八

な
お
、
そ
れ
と
関
連
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

一
七
世
紀
の
ロ
シ
ア
人
が
、
本
来
の
オ
ス
チ
ャ
ク
族
（
ハ
ン
ト
ゥ
イ
族
）
と
は
言

語
な
ど
も
異
な
る
東
部
の
諸
民
族
を
も
、

そ
の
生
活
様
式
や
風
俗
の
類
似
か
ら
オ
ス
チ
ャ
ク
の
名
の
も
と
に
よ
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な

は
ち
、
か
れ
ら
は
オ
ピ
川
の
中
流
と
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
と
の
あ
い
だ
の
森
林
帯
で
漁
業
お
よ
び
狩
猟
に
従
事
し
て
い
た
オ
ス
チ
ャ
ク
・
サ
モ
イ
エ

ー
ド
族
（
O
E
M話回向
l
ω
ω
5
0ヨ
邑
・

現
在
の
セ
リ
ク
プ
族

ω
O吋］
2MM可
）
を
も
オ
ス
チ
ャ
ク
族
と
よ
ん
で
い
た
。

こ
れ
は
そ
の
一
言
語
か
ら
み
て

も
実
際
に
は
サ
モ
イ
ェ

l
ド
族
に
は
い
る
も
の
で
、
現
在
そ
の
大
部
分
が
ナ
ル
イ
ム
方
面
に
す
ん
で
い
る
関
係
か
ら
、

ヨ
ヘ
ル
ソ
ン
は
乙
れ
を

ナ
ル
イ
ム
・
サ
モ
イ
ェ

l
ド
族
（
Zω

同

1
M
w
g
ω
ω
5
0判
。
仏
）
と
よ
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

の
森
林
帯
で
主
と
じ
て
狩
猟
お
よ
び
魚
業
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
た
、

ま
た
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
の
中
流
お
よ
び
そ
の
支
流

い
わ
ゆ
る
イ
ェ
ニ
セ
イ
・
オ
ス
チ
ャ
ク
族
（

JF邑
白
色
。
m
q
m
F
現

在
の
ケ
ト
族
問
。
門
司
）
を
も
、
同
様
に
ロ
シ
ア
人
は
オ
ス
チ
ャ
ク
の
名
で
よ
ん
で
い
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
流
入
し
た
イ
ラ

ン
系
統
の
血
液
を
混
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
い
わ
れ
る
疑
問
の
民
族
で
、
そ
の
言
語
も
周
囲
の
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
語
系
と
は
相
違

が
い
ち
じ
る
し
く
、
す
で
に
ク
ラ
プ
ロ

1
ト
（
出
・
ト
『
－
M
内
】
山
田

V
3
5）

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

も
こ
の
民
族
の
オ
ス
チ
ャ
ク
と
い
う
名
称
は
廃
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

能
。

ヨ
ヘ
ル
ソ
ン
は
こ
れ
を
単
に
イ
ェ
ニ
セ
イ
族
（
J

円
。
昆
印
巳
ωロ
印
）
と
よ
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

サ
モ
イ
ェ

1
ド
族
。
森
林
帯
を
占
拠
し
て
い
た
前
述
の
ユ
グ
ラ
族
の
北
に
は
‘
そ
の
隣
人
と
し
て
ツ
ン
ド
ラ
帯
に
サ
モ
イ
ェ

l
ド
族
が
い
た
。

ロ
シ
ア
の
文
献
に
は
サ
モ
イ
ェ

l
ド
ゥ
イ
（
ωω
富
。
ヨ
丘
三
と
か
サ
モ
ヤ
ジ

（ω白
H口
。
可
白
色
）
と
か
記
さ
れ
、
今
日
の
ネ
ネ
ツ
族
（
Z
O
H
M
o
g・

ユ
ラ
ク
族

ペロ
Hmw〉
‘

エ
ネ
ツ
族

（
何
回

0
2・
イ
ェ
ニ
セ
イ
・
サ
モ
イ
ェ

l
ド
族

JF邑
由
巳

ω
ω
5
0志向凶）

お
よ
び
ヌ
ガ
ナ
サ
ン
族

（

ZM州印ロ
ω白川呂、

タ
ウ
ギ
族

吋
仰
ぐ
向
日
）
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
遊
牧
民
で
養
鹿
を
お
も
な
生
業
と
し
、

狩
猟
と
漁
業
を
も
お
乙

な
っ
て
い
た
。
そ
の
活
躍
舞
台
は
、
欧
露
北
部
の
カ
ニ
ン
半
島
か
ら
シ
ベ
リ
ア
北
部
の
ハ
タ
ン
ガ
川
に
い
た
る
あ
い
だ
に
展
開
す
る
広
大
な
ツ

ン
ド
ラ
帯
で
あ
っ
た
。

一
七
世
紀
に
お
い
て
、
オ
ビ
川
下
流
の
ベ
リ
ヨ
ゾ
フ
の
サ
モ
イ
ェ

l
ド
族
は
毎
年
、
東
北
方
の
タ
ズ
川
畔
の
マ
ン
ガ
ゼ

そ
れ
を
売
る
た
め
に
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
て
ぺ
チ
ョ
ラ
川
下
流
の
プ
ス
ト

へ
い
っ
て
毛
皮
を
入
手
し
、

イ
ヤ
郡
（
宮
内
凶
ロ
m
m
N
O
Z
E
M『ロ
ON仏）



たオ
とゼ
し、 Jレ

う苧ス
。ク

〆園、

可
ロ
印
「＋。
同
(I) 

吋
凹
:,;' 
」J

へ
い
っ
た
が
、
時
に
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
西
進
し
て
、

メ
ゼ
ニ
川
お
よ
び
カ
ニ
ン
半
島
方
面
に
ま
で
も
達
し

タ
タ
ー
ル
族
。

最
後
に
西
シ
ベ
リ
ア
南
部
の
民
族
で
あ
る
。

乙
こ
に
は
森
林
帯
の
南
部
か
ら
森
林
ス
テ
ッ
プ
帯
に
か
け
て
、

タ
タ
ー
ル
族

（
寸
旦
m
H
）
と
よ
ば
れ
る
チ
ュ
ル
ク
系
の
諸
民
族
が
い
た
。

タ
タ
ー
ル
族
は
一
三
世
紀
に
西
シ
ベ
リ
ア
の
南
部
を
征
服
し
、

乙
乙
に
シ
ベ
リ
ア

王
国
を
建
設
し
た
。

一
六
世
紀
半
ば
す
ぎ
に
、
南
部
シ
ベ
リ
ア
と
の
交
通
路
を
支
配
し
て
い
た
カ
ザ
ン
汗
国
が
ロ
シ
ア
に
征
服
さ
れ
た
後
、

五
五
五
年
に
シ
ベ
リ
ア
汗
エ
ツ
ガ
ル
（
切

E
m
ω
3
J
E
E
m月
）
は
、
そ
の
王
位
の
競
争
者
で
あ
っ
た
ブ
ハ
ラ
の
シ
ェ
イ
パ
ン
王
朝
（
ω何回巳
σω
ロ）

か
ら
圧
迫
さ
れ
た
の
で
、

モ
ス
ク
ワ
の
臣
下
と
な
っ
て
毛
皮
貢
納
を
支
払
う
義
務
を
約
束
す
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
充
分
な
服
属

し関
ま係
つで
たきは
γ な

く

や
が
て
エ
ジ
ガ
ル
自
身
も
一
五
六

0
年
代
に
シ
ェ
イ
パ
ン
王
朝
の
ク
チ
ュ
ウ
ム
汗
（
関
口
n
y
c
g）
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
て

一
五
八

0
年
代
に
イ
ェ
ル
マ
ク

（J円
。
吋

g
m
w）
の
ひ
き
い
る
ロ
シ
ア
の
コ
サ
ッ
ク
た
ち
に
攻
撃
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
ク
チ
ュ
ウ
ム

汗
の
王
朝
で
あ
る
。

シ
ベ
リ
ア
王
国
の
首
都
は
二
五
世
紀
に
お
い
て
は
チ
ン
ギ
・
ト
ゥ
ラ
（
（
U
F
E
E
t寸
5
・P
現
在
の
チ
ュ
メ
ニ
吋
ヨ

Mgoロ）

で
あ
り
．

今
日
の
ト
ポ
リ
ス
ク
附
近
に
あ
っ
た
カ
シ
ュ
ル
イ
ク
（
関
宮
町
円
三
同
）
す
な
は
ち
普
通
に
は
イ
ス
ケ
ル

昔
日

（岡田
W
O
H
1
）
と
よ
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

一
六
世
紀
に
お
い
て
は
、

シ
ベ
リ
ア
汗
国
の
タ
タ
ー
ル
族
の
領
土
は
、
西
万
は
ト
ボ
ー
ル
川
お
よ
び
そ
の
支
流
ト
ゥ
ラ
川
の
流
域
か
ら
、
東
方
は
イ
ル
テ
シ
ュ
川
お
よ

ぴ
オ
ム
ス
ク
附
近
で
そ
れ
に
合
流
す
る
オ
ミ
川
の
流
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、

そ
の
権
力
は
西
方
で
は
ト
ゥ
ラ
川
流
域
の
マ
ン
シ
族
（
ヴ
ォ
グ
ル

族）、

北
方
で
は
オ
ピ
川
沿
岸
の
ハ
ン
ト
ゥ
イ
族
（
オ
ス
チ
ャ
ク
族
）

に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
。

タ
タ
ー
ル
族
は
元
来
は
遊
牧
民
で
、
牧
畜
を
お
も
な
生
業
と
し
て
い
た
民
族
で
あ
っ
た
が
、
西
シ
ベ
リ
ア
を
占
拠
す
る
に
い
た
っ
て
そ
の
皇

活
様
式
は
い
ち
じ
る
し
く
変
佑
し
た
。
パ
フ
ル

l
シ
ン
に
よ
れ
ば
、
シ
ベ
リ
ア
王
国
南
部
の
パ
ラ
パ
・
ス
テ
ッ
プ
（
∞
月
ω
Eロ印
Eqhw
由

Z
H
C

の
タ
タ
ー
ル
族
は
一
八
世
紀
に
お
い
て
な
お
遊
牧
的
牧
畜
を
主
業
と
し
て
い
る
有
様
で
あ
っ
た
が
、
比
較
的
北
方
の
森
林
地
万
で
は
牧
畜
の
重

西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

五
九



西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

六
O

要
性
が
う
し
な
わ
れ
、
家
畜
の
数
も
大
き
く
な
く
、

一
六
世
紀
に
お
い
て
は
ノ
ガ
イ
・
ス
テ
ッ
プ

（

Z

。mhH目
的
対
印
可
向
田
門
O
H
M）

か
ら
、
馬
や
家

畜
が
シ
ベ
リ
ア
へ
供
給
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
森
林
ス
テ
ッ
プ
帯
を
占
拠
し
た
タ
タ
ー
ル
族
の
経
済
に
お
い
て
は
、
狩
猟
と
漁
業
と
が
主
要
な

地
位
を
し
め
て
い
た
。
そ
う
し
て
首
都
の
廃
墳
か
ら
鎌
や
型
頭
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
文
献
に
よ
っ
て
も
、

シ
ベ
リ
ア
の
タ

タ
ー
ル
族
が
農
耕
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
み
る
が
、
そ
れ
は
原
始
的
な
半
遊
牧
的
な
農
耕
で
、
成
熟
が
は
や
く
て
長
期
の
耕
作

註
刊

（℃
O
】
ぴ
卸
小
麦
の
一
一
檀
）
と
か
、
燕
麦
と
か
が
播
種
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

を
必
要
と
し
な
い
大
麦
と
か
、
ポ
ー
ル
パ

な
お
、
タ
タ
ー
ル
と
よ
ば
れ
る
チ
ュ
ル
ク
系
の
民
族
は
、
オ
ピ
川
の
上
流
お
よ
び
そ
の
支
流
ト
ミ
川
な
ら
び
に
チ
ゥ
ル
イ
ム
川
之
ど
の
流
域

か
ら
、

ア
ル
タ
イ
山
地
に
か
け
て
の
地
方
に
も
住
ん
で
い
た
。
す
な
は
ち
ト
ム
ス
ク
、
パ
ル
ナ
ウ
ル
、
ピ
イ
ス
夕
、
ク
ズ
ネ
ッ
ク
、

ア
チ
ン
ス

ク
な
ど
の
方
面
に
い
た
も
の
で
、
南
部
の
山
地
ス
テ
ッ
プ
で
は
遊
牧
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
北
部
の
山
地
森
林
帯
で
は
定
着
し
て
狩
猟
や
採

て
い
た
の
で
、

ロ
シ
ア
人
は
こ
れ
を
ク
ズ
ニ
ェ

I
ツ
イ
（
関
口
N
ロ
ogU1
鍛
冶
屋
）

ト
ム
ス
ク
・
ク
ズ
ネ
ッ
ク
・
タ
タ
ー
ル
族
（
吋
。
B
印】
S
l関口
N
ロ
o
g
w
斗
巳
母
由
）
は
鉄
工
技
術
に
す
ぐ
れ

と
よ
ん
だ
と
い
う
こ
と
明
古
代
ア
ル
タ
イ
の
住
民
が
鉄
そ

集
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、

の
た
の
金
属
細
工
に
秀
で
て
い
た
事
実
と
か
、
今
日
ζ

の
地
方
が
ク
ズ
ネ
ッ
ク
炭
田
と
製
鉄
業
と
を
基
礎
と
し
て
、

ソ
連
有
数
の
大
工
業
地
と

な
っ
て
い
る
事
実
な
ど
と
思
い
あ
わ
せ
て
興
味
が
あ
る
。

キ
ル
ギ
ス
族
。

ア
ル
タ
イ
東
方
の
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
上
流
方
面
か
ら
サ
ヤ
ン
山
脈
に
か
け
て
の
地
万
に
も
、

チ
ュ
ル
ク
系
の
民
族
が
す
ん
で
い

い
わ
ゆ
る
イ
ェ
ニ
セ
イ
・
キ
ル
ギ
ス
族
（
ペ
σ邑
m
o－
－
同
町

E
N）
で
あ
る
。

践
臼

古
代
に
キ
ル
ギ
ズ
と
よ
ば
れ
た
民
族
が
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

た
。
乙
の
方
面
で
ロ
シ
ア
人
が
出
会
っ
た
の
は
、

乙
の
方
面
に
は

一
七
世
紀
ご
ろ
の
ロ
シ
ア
人
が
キ
ル
ギ
ス
族
の
名
の
も
と
に

一
括
し
て
考
え
て
い
た
民
族
は
、
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
上
流
左
岸
の
ア
パ
カ
ン
川
（
〉
σmww山
口
）
流
域
の
ス
テ
ッ
プ
帯
（
キ
ル
ギ
ス
・
ス
テ
ッ
プ

位
U

同
町
向
日
N
印］州問。印

Z
Z）
を
中
心
に
、
北
方
は
オ
ピ
川
の
支
流
チ
ゥ
ル
イ
ム
川
の
流
域
に
お
よ
ぶ
地
方
に
す
ん
で
い
た
。

か
れ
ら
は
遊
牧
生
活
を
い
と
な
み
、
家
畜
飼
養
を
主
業
と
し
、
狩
猟
と
漁
業
と
を
副
業
と
し
て
い
た
。

こ
の
地
方
の
古
代
の
住
民
は
明
ら
か



に
農
耕
を
も
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、

中
国
の
文
献
に
よ
っ
て
も
ま
た
鎌
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

パ
フ
ル

l
シ
ン
に
よ
れ
ば
、

一
七
世
紀
に
ロ
シ
ア
人
が
接
触
し
た
時
代
の
キ
ル
ギ
ス
族
は
、
農
耕
を
お
こ
な
っ
て
お
ら
ず
、
穀
物
は
掠
奪
に
よ

註
U

っ
て
手
に
い
れ
て
い
た
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
註
誌
で
も
の
べ
た
よ
う
に
、
か
れ
ら
は
一
八
世
紀
初
頭
（
一
七

O
三
年
）
に
ジ
ュ

以
上
に
お
い
て
、

（
ω
σ
5日円ぬの
F
U可
。
）
方
面
へ
移
動
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

ン
ガ
ル
族
に
よ
っ
て
中
央
ア
ジ
ア
の
セ
ミ
レ
チ
エ

ロ
シ
ア
人
が
西
シ
ベ
リ
ア
を
征
服
し
た
一
六

f
l
一
七
山
紀
を
中
心
と
す
る
時
代
の
西
シ
ベ
リ
ア
の
諸
民
族
に
つ
い
て
、

ち

こ
れ
ら
の
原
住
民
族
は
ロ
シ
ア
人
に
征
服
せ
ら
れ
て
の

ロ
シ
ア
政
府
に
た
い
し
ヤ
サ

l
ク

Q
g
m
w）
と
い
う
毛
皮
貢
税
を
納
入
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
毛
皮
を
中
心
と
す
る
商
品

こ
こ
で
は
そ
の
社
会
組
織
な
ど
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
、

概
略
の
こ
と
や
そ
の
ベ
た
。

経
済
の
な
か
に
急
速
に
ま
き
こ
ま
れ
る
と
、
か
れ
ら
は
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
し
だ
い
に
変
佑
を
お
こ
す
に
い
た
る
。
そ
う
し
て
ロ
シ
ア
の

帝
政
末
期
に
い
た
る
ま
で
の
聞
に
、
一
方
で
は
身
体
的
に
も
文
佑
的
に
も
大
な
り
小
な
り
ロ
シ
ア
ル
仙
の
傾
向
を
た
ど
り
、
ま
た
一
方
で
は
、
人

位
叩

口
が
増
大
し
繁
栄
し
た
も
の
も
あ
っ
た
反
面
に
は
人
口
減
少
の
た
め
に
衰
滅
へ
の
道
を
た
ど
っ
た
民
族
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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・
国
・

冨
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町
）
印
可
・

5J〉
忍
・
乙
の
論
文
は
一
九
二
七
年
に
単

行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
わ
が
国
で
は
木
文
を
若
干
省
略
し

訳
者
補
註
を
く
わ
え
て
、
昭
和
一
八
年
に
外
務
省
か
ら
邦
訳
書
「
ス
ラ

ヴ
民
族
の
東
漸
」
と
し
て
だ
さ
れ
た
。
最
近
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
か

ら
パ
フ
ル
1
シ
ン
論
文
集
（
三
巻
山
冊
）
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
第
三
巻

（
一
一
冊
）
が
乙
の
論
文
を
は
じ
め
と
す
る
シ
ベ
リ
ア
史
関
係
の
論
文
集

と
な
っ
て
い
る
。
本
摘
は
以
下
乙
の
論
文
集
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

シ
チ
ェ
グ
ロ
フ
原
著
、
吉
村
柳
嬰
訳
、
シ
ベ
リ
ヤ
年
代
史
、
昭
和
一

八
年
、
八
1

－O頁
。
乙
れ
の
原
著
は
一
八
八
三
年
イ
ル
ク
l
ツ

ク
刊
行
で
あ
る
。
パ
フ
ル
1
シ
ン
は
前
記
の
論
文
の
第
一
章
を
シ
ペ
リ

ー』

/', 
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佐
口
透
、
キ
ル
ギ
ス
民
族
学
序
説
（
民
族
学
研
究
、
新
二
巻
一
号
、

昭
和
一
九
年
）

日
キ
ル
ギ
ス
・
ス
テ
ッ
プ
と
い
う
地
名
は
、
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
混
乱

し
て
い
る
。
本
稿
で
の
べ
て
い
る
一
七
世
相
と
ろ
ま
で
の
キ
ル
ギ
ス
・

ス
テ
ッ
プ
は
、
明
ら
か
に
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
上
流
方
面
で
あ
る
。
し
か
る

に
一
八
世
紀
に
な
る
と
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
南
方
に
展
開
す
る
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
（
現
在
の
カ
ザ
フ
共
和
国
）
の
ス
テ
ァ
プ
ぞ
キ
ル
ギ
ス
・
ス
テ
ッ

プ
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
一
八
世
紀
初
頭
に
キ
ル
ギ

ス
族
の
中
央
ア
ツ
ア
万
面
へ
の
大
移
動
が
あ
り
、
そ
の
と
ロ
シ
ア
入
が

シ
ベ
リ
ア
南
方
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
箪
原
の
カ
ザ
ッ
ク
族
（
同
国
N
回
ぎ
を

ζ

の
キ
ル
ギ
ス
族
と
混
同
し
て
、
キ
ル
ギ
ス
・
カ
ザ
ッ
ク
（
百
円

MEN－－

関白一曲目
p

関町何回固定
l
沢
民
印
曲
目
的
句
カ
イ
サ
ッ
ク
は
カ
ザ
ッ
ク
の
な
ま
り

言
葉
）
な
ど
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
と
最
近
ま
で

約
二
世
紀
の
あ
い
だ
乙
の
間
違
い
の
ま
ま
使
用
さ
れ
、
キ
ル
ギ
ス
・
ス

テ
y
プ
は
わ
れ
わ
れ
の
耳
に
も
親
し
い
地
名
と
な
っ
て
い
た
が
、
近
年

の
ソ
連
の
地
理
書
で
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ス
テ
ッ
プ
を
キ
ル
ギ
ス
・

ス
テ
ッ
プ
と
は
よ
ば
な
い
。
こ
れ
は
わ
が
く
に
の
教
科
書
や
地
図
で
も

や
め
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
上
流
地
万
か
ら
移
動
し
て

い
っ
た
本
来
の
キ
ル
ギ
ス
族
（
ロ
シ
ア
人
は
乙
れ
を
カ
ラ
・
キ
ル
ギ
ス

民国

g
百
円
m
E
N
と
よ
ん
だ
）
は
今
日
、
ソ
連
中
央
ア
ジ
ア
に
キ
ル
ギ

ス
共
和
国
を
建
て
て
い
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ス
テ
ッ
プ
を
キ
ル
ギ
ス
・
ス
テ
ッ
プ
と
よ
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
時
期
を
考
え
る
資
料
と
し
て
、
一
七
一
一
年
か
ら
二
二
年
ま

で
ト
ボ
リ
ス
ク
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
ス
ト
ラ
l
レ
ン
ベ
ル
ク
の
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
図
（
原
著
一
七
三

O
年
）
を
み
る
と
、
シ
ベ
リ
ア
の
南
方
は

西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

イ
シ
ム
・
ス
テ
ッ
プ
（
ω
g－u
ペ由
n
E
B田
宮
）
と
し
て
あ
り
、
キ
ル
ギ

ス
族
（
関

sagmw
ロ
E
R
叶回同
S
H山
）
は
シ
ル
川
上
流
の
フ
エ
ル
ガ

ナ
方
面
に
記
入
さ
れ
て
、
キ
ル
ギ
ス
・
ス
テ
ッ
プ
と
い
う
も
の
は
な
い
。

し
か
る
に
、
一
七
三
円
年
に
シ
ベ
リ
ア
調
査
の
た
め
ト
ポ
リ
ス
ク
そ
発

し
て
シ
ベ
リ
ア
南
部
を
通
過
し
た
梢
物
学
者
グ
メ
リ
ン
は
、
そ
の
著
書

フ
ロ
ラ
・
シ
ビ
リ
カ
の
緒
言
（
一
七
凶
七
年
）
の
な
か
で
、
「
イ
シ
ム

川
の
策
万
お
よ
び
南
万
の
平
原
は

f
て
乙
に
遊
牧
し
て
い
る
キ
ル
ギ
ズ
・

コ
ザ
ッ
ク
に
ち
な
ん
で
、
コ
ザ
ッ
ク
・
ス
テ
ッ
プ
ま
た
は
キ
ル
ギ
ズ
・

ス
テ
ッ
プ
（
色
m
w
o
g
E
R
F印ロ

E
R
r－円向山田町田口宮口

ω
g
u
u
g）
と

い
う
」
と
説
明
し
て
い
る
。

ζ

乙
に
コ
ザ
ッ
ク
と
い
っ
て
い
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
ロ
シ
ア
の
コ
サ
ッ
ク
（
の
g
g
n
wと
の
こ
と
で
は
な
く
、
前

述
の
カ
ザ
ツ
ク
族
の
こ
と
で
あ
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ス
テ
ッ
プ
は
、

あ
る
い
は
と
の
と
ろ
か
ら
キ
ル
ギ
ス
・
ス
テ
ッ
プ
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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局
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易
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ユ
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ラ
シ
ア
学
会

編
、
遊
牧
民
族
の
社
会
と
文
化
、
昭
和
二
七
年
、
所
収
）
一
一
頁
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註
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西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

（

Z
2』
n
H
S
Mお
守
口
。
『
・
園
－

nHM山
田
昨
日
）
回
同
吋
・
お

O
H
∞N
・

貝
』
田
叩
－

g
J
ω
・
〈
－

H
O
M
y
n
R・
由
同
『
・
日
吋
。
・

5

回
目

r
H
H
E凹
E
P
ω
〈
－
u

吋
出
回
目
】
凶

4
g
E円四
4
同
園

4・（
Z白
znHMロ
M
B

可
ロ
弘
司
・
国
w
円
四
回
目
回
け

N
）
印
可
・
怠
四
回
】
・

お
パ
ト
カ
ノ
フ
（
ω－

E
長
田

5
8、
平
附
雅
英
訳
、
シ
ベ
リ
ア
民
族

、
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路
の
変
遷

前
述
の
よ
う
な
諸
民
族
の
占
拠
し
て
い
た
西
シ
ベ
リ
ア
に
た
い
し
て
、

ノ＼

問

人
口
の
自
然
的
変
動
（
一
1
山
）
、
（
蒙
古
、
九
巻
、
二
｜
六
号
、
昭

和
一
七
年
）
満
鉄
紙
、
亜
細
亜
録
商
亜
の
住
民
、
昭
和
三
年
。

沼
田
市
郎
編
、
ア
ジ
ヤ
ロ
シ
ヤ
民
族
誌
、
昭
和
二

O
年
。
ミ
ハ
イ

ロ
ア
ス
キ
ー
著
、
高
橋
勝
之
訳
、
シ
ベ
リ
ヤ
・
蒙
古
及
び
欧
露
の
異
民

族
関
に
於
け
る
シ
ヤ
1
7
ン
教
（
東
亜
論
叢
、
三
輯
、
昭
和
一
五
年
）

ロ
シ
ア
人
は
ま
ず
北
部
ウ
ラ
ル
を
こ
え
る
交
通
路
を
と
っ
て
進
出

し
、
酉
シ
ベ
リ
ア
北
部
の
森
林
帯
に
い
た
ユ
グ
ラ
族
や
ツ
ン
ド
ラ
帯
に
い
た
サ
モ
ヤ
ジ
族
と
接
触
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

の
ち
に
は
、
も
つ

ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
植
民
が
す
す
み
、

と
南
方
で
ウ
ラ
ル
山
脈
を
越
え
る
交
通
路
を
と
っ
て
、
西
シ
ベ
リ
ア
南
部
の
森
林
ス
テ
ッ
プ
帯
に
い
た
タ
タ
ー
ル
族
を
征
服
し
た
。
そ
う
し
て

ロ
シ
ア
人
の
西
シ
ベ
リ
ア
開
拓
が
森
林
帯
か
ら
南
方
の
ス
テ
ッ
プ
帯
へ
向
っ
て
前
進
す
る
に
と
も
な
っ

て
、
ま
た
欧
露
の
経
済
的
重
心
が
南
下
す
る
に
つ
れ
て
、

ロ
シ
ア
と
シ
ベ
リ
ア
と
を
む
す
ぷ
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路
は
し
だ
い
に
南
万
へ
移
動
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
に
つ
い
て
要
点
を
の
べ
て
み
よ
う
。

ペ
チ
ョ
ラ
川
交
通
路
（
カ
ア
メ
ニ
越
え
）
。

理
由
は
、
後
に
さ
か
ん
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
比
較
的
南
方
の
カ
マ
川
交
通
路
に
よ
る
ウ
ラ
ル
山
脈
横
断
路
は
、
古
く
か
ら
ヴ
ォ
ル
ガ

ロ
シ
ア
人
が
は
じ
め
て
シ
ベ
リ
ア
を
知
っ
た
の
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
北
部
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の

沿
岸
地
方
を
占
拠
し
て
い
た
ブ
ル
ガ
ル
族
に
よ
っ
て
、
ま
た
後
に
は
カ
ザ
ニ

さ
ま
た
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（同
mwNHH
ロ）

の
タ
タ

i
ル
族
に
よ
っ
て
、

ロ
シ
ア
人
に
は
利
用
を

シ
ベ
リ
ア
（

ωロ
】
即
円
）

と
い
う
地
名
が
、

目
－

ロ
シ
ア
の
文
献
に
は
じ
め
て
現
れ
た
の
は
一
四

O
七
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
毛
皮
を
求
め
て
東
進

し
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
人
は
、
前
述
の
よ
う
に
す
で
に
一
一
世
紀
に
は
北
部
ウ
ラ
ル
山
脈
西
側
の
ぺ
チ
ョ
ラ
川
交
通
路
の
支
配
者
と
な
っ
て
お
り
、



し
て
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
人
が
特
に
注
目
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

H
闘
の
d

し
て
併
合
さ
れ
た
こ
と
が
公
文
書
に
み
え
、

一
二
世
紀
の
初
期
に
は
さ
ら
に
東
進
し
て
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
た
。
当
時
ぺ
チ
ョ
ラ
川
流
域
や
ユ
グ
ラ
の
土
地
は
、
毛
度
獣
が
豊
富
な
地
方
と

一
三
世
紀
に
な
る
と
、

ユ
グ
ラ
が
名
目
上
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
小
郡
（
4
0

－SH）
と

一
四
世
紀
半
ば
に
ユ
グ
ラ
へ
交
易
に
で
か
け
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
商
人
た
ち
は
、

陸
路

（J
E
m
O円
田
町

nvロ
凶
）
と
い
う
特
別
の
組
合
を
組
織
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ロ
シ
ア
人
の
オ
ピ
川
下
流
方
面
へ
の
進
出
は
、

ユ
ゴ
ル
シ
チ
ナ

比
較
的

ふ
る
い
時
代
か
ら
ウ
ラ
ル
山
脈
の
北
部
を
越
え
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
五
世
紀
後
半
、

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
没
落
（
一
四
七
八
年
）

と
と
も
に
こ
の
交
通
路
は
全
部
モ
ス
ク
ワ
の
手
に
帰
し
た
。

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
人
が
古
く
か
ら
ウ
ラ
ル
以
東
へ
進
出
す
る
た
め
に
利
用
し
た
こ
の
ペ
チ
ョ
ラ
川
交
通
路
は
、

一
七
世
紀
に
「
カ
ア
メ
ニ
越
え

。『『
O
N
W
m
w
g
oロ
ロ
ヨ
『
」
交
通
路
と
よ
ば
れ
た
も
の
と
大
体
に
お
い
て
一
致
す
る
道
で
あ
っ
た
。
ウ
ラ
ル
山
脈
の
乙
と
を
、

一
七
世
紀
の
ロ
シ
ア

人
は
「
カ
ア
メ
ニ
関
釦

B
Oロ
」
と
よ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

一
七
世
紀
に
お
い
て
こ
の
交
通
路
は
、
北
ド
ヴ
ィ
ナ
川
の
支
流
ス
ホ
ナ
川
畔
の
ウ

ス
チ
ュ
ウ
グ
（
C
E
w
z
m）
の
町
か
ら
、

ウ
イ
チ
ェ
グ
ダ
川
お
よ
び
そ
の
支
流
ウ
イ
ミ
川
を
の
ぼ
っ
て
連
水
陸
路
を
と
え
、

ウ
フ
タ
川
お
よ
び

イ
ひ
マ
川
を
下
っ
て
ぺ
チ
ョ
ラ
川
と
の
合
流
点
に
達
し
、

こ
乙
か
ら
ぺ
チ
ョ
ラ
川
を
上
流
へ
さ
か
の
ぼ
る
の
で
あ
っ
た
。

（
第
二
図
参
照
〉
。

そ
う
し
て
、
ぺ
チ
ョ
ラ
川
と
支
流
ウ
サ
川
と
の
合
流
す
る
と
乙
ろ
で
、
道
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
。
北
方
の
道
は
ウ
サ
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、

ウ
ラ
ル
山
脈
を
横
断
す
る
「
カ
ア
メ
ヌ
イ
連
水
陸
路
阿
曽
目
。
ロ
ロ
ヨ
『

4
0
Z
W」
（
北
緯
六
七
度
）
を
こ
え
て
、
オ
ピ
川
の
支
流
ソ
ピ
川
の
上
流
へ

う
つ
り
、

乙
れ
を
下
っ
て
オ
ピ
川
へ
で
る
。
他
の
一
方
は
、
も
う
す
こ
し
南
方
で
ウ
ラ
ル
山
脈
を
横
断
す
る
道
で
、
ぺ
チ
ョ
ラ
川
か
ら
そ
の
支

流
シ
チ
ュ
ゴ
ル
川
（
あ
る
い
は
シ
ュ
ゴ

l
ル
川
）
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
ウ
ラ
ル
山
脈
（
北
緯
六
四
度
）
を
こ
え
、

註
4

を
下
っ
て
オ
ピ
川
流
域
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
。

ス
イ
グ
ワ
川
お
よ
び
ソ
シ
ワ
川

ま
た
北
ド
ヴ
ィ
ナ
川
の
川
口
か
ら
は
、
陸
路
ま
た
は
海
路
に
よ
っ
て
メ
ゼ
ニ
川
（
冨

O
B
S
の
川
口
に
い
た
り
、
メ
ゼ
ニ
川
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
、
ぺ
チ
ョ
ラ
川
の
支
流
ツ
イ
リ
マ
川
の
上
流
へ
う
つ
り
、

乙
れ
を
下
っ
て
ぺ
チ
ョ
ラ
川
に
で
る
道
も
あ
っ
た
。
欧
露
の
北
氷
洋
沿
岸
地
方
と

西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

六
五



西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

a

、辺、
」ノ
4

ノ

「
カ
ア
メ
ニ
越
え
」
の
大
道
と
を
む
す
ぶ
乙
の
メ
ゼ
ニ
川
交
通
路
は
、
パ
フ
ル

l
シ
ン
に
よ
れ
ば
極
め
て
重
要
な
経
済
的
意
義
を
も
っ
て
い
た

註
5

の
で
あ
る
。

ウラル超え交通路の変遷（D.M.Lebedev 参照）

C 11 17世紀前半の関所。 G.F .Miller,Il，附図参照）

第二図

北
部
ロ
シ
ア
か
ら
右
の
い
ず
れ
の
道
を
と
っ
て
ぺ
チ
ョ

ラ
川
に
達
す
る
に
し
て
も
、
こ
の
ペ
チ
ョ
ラ
川
に
よ
る

「
カ
ア
メ
ニ
越
え
」
交
通
路
は
、

ロ
シ
ア
人
の
初
期
の
シ

ベ
リ
ア
進
出
路
と
な
っ
て
以
来
重
要
な
意
義
を
も
ち
、

六
一
九
年
に
は
、

ト
ポ
リ
ス
ク
に
い
た
る
通
常
の
道
（
後

述
の
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
経
由
の
道
）
と
な
ら
ん
で
公
認

さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ
ゆ
く
と
き
は
、
か
さ

だ
か
い
商
品
を
は
乙
ぶ
の
で
比
較
的
容
易
な
ヴ
ェ
ル
ホ
ト

ウ
リ
エ
経
由
の
道
が
利
用
さ
れ
、

ロ
シ
ア
へ
帰
る
と
き
運

搬
す
る
毛
皮
類
は
小
さ
く
荷
造
り
が
で
き
る
の
で
、
か
な

り
困
難
な
場
所
の
あ
る
カ
ア
メ
ニ
越
え
の
ペ
チ
ョ
ラ
川
交

通
路
は
、
主
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
帰
路
に
利
用
さ

オl

一
七
世
紀
を
つ
う
じ
て
年
々
か
な
り
大
量
の
交
通
が

お
こ
な
わ
な
れ
た
。
し
か
し
一
七

O
四
年
に
な
る
と
、

Lノ

ベ
リ
ア
へ
の
交
通
は
す
べ
て
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
経
由
の

道
に
よ
る
よ
う
に
と
い
う
ロ
シ
ア
政
府
の
命
令
が
発
せ
ら



一七

O
六
年
に
も
一
七
二
二
年
に
も
重
ね
て
「
カ
ア
メ
ニ
越
え
」
禁
止
の
命
令
が
で
て
、

帥

u
n

そ
の
重
要
性
を
失
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

れ

そ
れ
以
後
こ
の
交
通
路
は
し
だ
い
に
荒
廃
し
て

北
氷
洋
航
路
。
北
部
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路
に
関
連
し
て
、

こ
こ
に
海
路
の
こ
と
を
附
言
し
て
お
き
た
い
。

ロ
シ
ア
の
北
部
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ

往
来
す
る
交
通
路
と
し
て
は
、
以
上
の
べ
た
ぺ
チ
ョ
ラ
川
交
通
路
の
ほ
か
に
、
そ
れ
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
と
こ
ろ
の
、
北
氷
洋
沿
岸
を
航
す

る
海
上
交
通
路
も
あ
っ
た
。
北
ド
ヴ
ィ
ナ
川
、
ピ
ネ
ガ
川
、

メ
ゼ
ニ
川
流
域
な
ど
北
部
ロ
シ
ア
の
住
民
は
「
コ
チ

W
O
O
F
」
と
よ
ば
れ
た
小
舟

、‘，、

？
u
w
p
e
e
 

一
六
世
紀
の
前
半
か
ら
北
氷
洋
の
沿
岸
を
航
し
て
シ
ベ
リ
ア
に
む
か
い
、

夕
、
ス
川
畔
の
マ
ン
ガ
ゼ
イ
ヤ
（
冨
包
括
m
N
O
M
－
州
凶
）
に
達
し
た
。

オ
ピ
川
の
川
口
に
達
し
た
り
、

オ
ピ
湾
か
ら
タ
ズ
湾
に

に
の
っ
て
、

ロ
シ
ア
人
は
す
で
に
一
六
世
紀
末
に
は
、
こ
こ
か
ら
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
畔
へ

進
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

と
に
か
く
こ
の
マ
ン
ガ
ゼ
イ
ヤ
が
一
六
世
紀
お
よ
び
一
七
世
紀
に
お
け
る
海
上
交
通
路
の
終
点
で
あ
っ
た
。

こ
の
海
上
交
通
路
は
、
北
氷
洋
を
と
お
っ
て
東
ア
ジ
ア
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
い
わ
ゆ
る
北
東
航
路
の
探
査
と
関
連
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
や
オ

ラ
ン
ダ
な
ど
外
国
航
海
者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

こ
と
に
ド
イ
ツ
商
人
が
ロ
シ
ア
圏
内
の
税
関
を
さ
げ
て
、

乙
の
航
路
を
利
用
し
て
商

品
を
シ
ベ
リ
ア
へ
持
込
も
う
と
す
る
よ
う
な
形
勢
が
現
れ
た
た
め
に
、

こ
の
海
上
交
通
路
は
一
六
一
六
年
に
禁
止
さ
れ
、
さ
ら
に
一
六
ニ

O
年

あに
つは
た警死
。罪

を
も
っ
て
厳
事主
コ可ミ

さ
れ
る
I乙
L、
Tこ
っ
Tこ

こ
の
よ
う
に
し
て
、

ζ

の
海
上
交
通
路
は
一
九
世
紀
後
半
ま
で
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で

カ
マ
川
交
通
路
。
前
述
の
ぺ
チ
ョ
ラ
川
交
通
路
と
海
上
交
通
路
と
は
主
と
し
て
北
部
ロ
シ
ア
の
海
岸
地
方
に
す
ん
で
い
た
人
々
の
シ
ベ
リ
ア

往
来
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

ロ
シ
ア
人
の
シ
ベ
リ
ア
征
服
史
に
お
い
て
、

よ
り
一
層
重
大
な
意
義
を
も
っ
た
の
は
、
も
っ
と
南
方
で

ウ
ラ
ル
山
脈
を
横
断
す
る
カ
マ
川
交
通
路
で
あ
っ
た
。
ヴ
ォ
ル
ガ
川
の
支
流
カ
マ
川
（
関
ω目
印
）
に
よ
っ
て
ヴ
ォ
ル
ガ
沿
岸
地
方
と
シ
ベ
リ
ア

と
を
連
絡
す
る
交
通
路
は
、

こ
の
地
方
の
住
民
に
よ
っ
て
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、

一
三
世
紀
半
ば

ま
で
は
グ
f
ル
ガ
中
流
部
の
ブ
ル
ガ
ル
族
（
切
巳
m
百
円
）
の
国
に
よ
っ
て
、

ま
に
そ
れ
以
後
に
は
カ
ザ
ン
汗
国
（
同
日

g停
O
O
W
E
D臼守。）

西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
』
フ
ル
越
え
交
通
路

六
七



に
よ
っ
て
、 西

ν 
乙べ
のリ
交ア
通の
路塁
は竺

支苫
配 rで
さウ
オ1, ラ
寸戸 ;t, 

い唾
Tこ呼 2t.
。”ヌ；

通
路

ノ＼

八

ロ
シ
ア
人
は
一
五
五
二
年
に
カ
ザ
ン
汗
閣
を
征
服
し
て
以
来
、
よ
う
や
く
こ
の
交
通
路
を
完

全
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、

一
五
世
紀
お
よ
び
一
六
世
紀
に
お
い
て
、

カ
マ
川
流
域
か
ら
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
て
シ
ベ
リ
ア
と
連
絡
す
る
交
通
路
に
は
、
主
要
芯

も
の
が
二
つ
あ
っ
た
。
そ
の
北
方
の
も
の
は
、
カ
マ
川
畔
の
チ
ェ
ル
ド
ゥ
イ
ニ

（
nZEM1HH）
か
ら
カ
マ
川
の
支
流
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
川
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
る
道
で
あ
り
、
他
の
一
方
は
カ
マ
川
の
支
流
チ
ュ
ソ
ワ
ヤ
川
（
わ
町
民
間
。
421m）
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
も
っ
と
南
方

で
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
、
ロ
シ
ア
人
の
シ
ベ
リ
ア
征
服
史
に
有
名
な
一
五
八

0
年
代
の
イ
ェ
ル
マ
ク
（
ペ
q
g
ω
W）

の
遠
征
や
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
家
（
∞
可
。

mω
ロ
04）
に
関
係
が
ふ
か
い
の
は
、

チ
ュ
ソ
ワ
ヤ
川
に
よ
る
交
通
路
で
あ
っ
た
。
タ
タ
l
ル
族
が
シ
ベ
リ

ア
南
部
に
建
設
し
て
い
た
シ
ベ
リ
ア
汗
国
に
た
い
す
る
イ
ェ
ル
マ
ク
の
遠
征
路
と
な
っ
た
こ
の
交
通
路
は
、

カ
マ
川
畔
か
ら
チ
ュ
ソ
ワ
ヤ
川
を

さ
か
の
ぼ
り
、
「
タ
ギ
ル
ス
キ
イ
連
水
陸
路
寸
ω
E
Z
E
M『

4
0
Z
W」
（
北
緯
五
八
度
）
で
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
て
タ
ギ
l
ル
川
へ
う
つ
り
、

ら
に
ト
ゥ
ラ
川
を
下
っ
て
ト
ボ
l
ル
川
へ
で
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
乙
の
道
は
ま
も
な
く
廃
棄
さ
れ
、

さ

一
七
世
紀
に
は
道
が
す
こ
し
南
方

へ
変
っ
て
、

チ
ュ
ソ
ワ
ヤ
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
ウ
ラ
ル
を
こ
え
た
の
ち
、
レ
ジ
川
の
上
流
を
へ
て
ネ
イ
ワ
川
に
う
つ
り
、
そ
乙
か
ら
ニ
ッ
ツ
ア

註
M

に
達
し
て
い
た
。

ト
ゥ
ラ
川
畔
の
チ
ュ
メ
ニ

（
ハ
リ
｝

M
C
5
0
ロ）

川
を
下
っ
て
、

チ
ュ
ソ
ワ
ヤ
川
交
通
路
は
一
七
世
紀
中
を
つ
う
じ
て
シ
ベ
リ
ア
へ
の
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
沿
道
は
チ
ュ
ソ
ワ
ヤ
川
流
域
一
帯
の

開
拓
者
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
家
が
特
権
を
も
っ
土
地
で
あ
っ
た
。

こ
と
に
、

こ
の
時
代
に
ロ
シ
ア
の
毛
皮
取
引
の
中
心
地
で
あ
っ
た
北
露
の
北
ド
ヴ

ィ
ナ
川
方
面
の
ウ
ス
チ
ュ
ウ
グ
や
ソ
リ
・
ウ
イ
チ
ェ
ゴ
ド
ス
ク
（
ω。－
d
え

MFomoa師
匠
n

）
の
町
か
ら
遠
く
は
な
れ
て
い
た
の
と
、
ま
た
ロ
シ
ア
の

主
1

毛
皮
貿
易
の
主
要
な
相
手
で
あ
っ
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
全
商
業
関
係
の
中
心
地
で
あ
っ
た
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
港
（
〉
再

E
ロ
何
色
目
陀
）

と
の
直
接
連
絡
を
か
い
て
い
た
た
め
に
、

モ
ス
ク
ワ
政
府
は
シ
ベ
リ
ア
と
の
交
通
路
と
し
て
、

つ
ぎ
に
の
べ
る
よ
う
な
、
も
う
す
こ
し
北
万
で

ウ
ラ
ル
山
脈
を
横
断
す
る
交
通
路
を
と
ら
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



す
な
は
ち
一
五
世
紀
お
よ
び
一
六
世
紀
に
お
い
て
、

カ
マ
川
畔
か
ら
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
て
シ
ベ
リ
ア
へ
ゆ
く
交
通
路
と
し
て
最
も
ひ
ろ
く

知
ら
れ
て
い
た
の
は
、

チ
ェ
ル
ド
ゥ
イ
ニ
か
ら
、

カ
マ
川
の
支
流
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
川
（
〈
Z
F
O
B）
を
さ
か
の
ぼ
り
、

ウ
ラ
ル
山
脈
（
北
緯
六
一
・

五
度
）
を
乙
え
て
ロ
ジ
ワ
川
に
う
つ
り
、

ロ
ジ
ワ
川
お
よ
び
タ
ウ
ダ
川
を
下
っ
て
ト
ボ

l
ル
川
に
で
る
道
で
あ
っ
た
。

一
六
世
紀
の
末
に
モ
ス

ク
ワ
政
府
は
シ
ベ
リ
ア
汗
園
を
征
服
し
た
の
ち
、

と
を
連
絡
す
る
初
期
の
公
道
と
な
っ
て
い
喰

乙
の
チ
ェ
ル
ド
ゥ
イ
ニ
交
通
路
の
確
保
に
つ
と
め
、

乙
の
交
通
路
は
モ
ス
ク
ワ
と
シ
ベ
リ
ア

し
か
し
一
五
九
七
年
に
パ
ピ
ノ
フ
（
〉
・
回
ω
Eロ
O」
『
）
に
よ
っ
て
、
カ
マ
川
畔
の
ソ
リ
・
カ
ム
ス
カ
ヤ
（
ωO回
開

mwg畠
ng司・

P
ω
o－跨釦自師匠円）

か
ら
直
線
的
に
ウ
ラ
ル
山
脈
（
北
緯
五
九
度
）
を
こ
え
て
ト
ゥ
ラ
川
の
上
流
へ
で
る
も
っ
と
近
い
新
道
が
発
見
さ
れ
る
と
、
翌
一
五
九
八
年
に

は
ト
ゥ
ラ
川
の
上
流
に
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
（
〈
O
H
W
F
。
Z
円
。
）
が
建
設
せ
ら
れ
、

乙
の
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
交
通
路
が
、
前
述
の
チ
ェ
ル
ド

ウ
イ
ニ
か
ら
ロ
ジ
ワ
川
畔
へ
で
る
交
通
路
に
か
わ
る
公
道
と
さ
れ
、

註
凶る。

そ
の
と
一
七
六
三
年
ま
で
シ
ベ
リ
ア
へ
往
来
す
る
公
道
と
な
っ
た
の
で
あ

（
本
稿
七
一
頁
参
照
）
。

一
六
世
紀
お
よ
び
一
七
世
紀
に
お
い
て
は
毛
皮
取
引
の
中
心
ば
か
り
で
な
く
ロ
シ
ア
経
済
全
体
の
重
心
が
、
ま
だ
比
較
的
ロ
シ
ア
の
北
部
に

あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
ウ
ラ
ル
に
達
す
る
交
通
路
に
も
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
す
な
は
ち
モ
ス
ク
ワ
か
ら
カ
マ
川
畔
の
ソ
リ
・
カ
ム
ス
カ
ヤ
ま

で
の
交
通
路
は
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
北
東
に
む
か
い
ぺ
レ
ヤ
ス
ラ
ウ
リ
（
宮
町

agzdA可
ロ
ス
ト
フ
（
罫
】
師
件
。

ε、
ヤ
ロ
ス
ラ
ウ
リ
ハ
ペ
母

S
F己）

ヴ
ォ
ロ
グ
ダ
（
〈
O】omaω
）

に
い
で
、

そ
れ
か
ら
ス
ホ
ナ
川
を
航
し
て
ウ
ス
チ
ュ
ウ
グ
を
へ
、

ウ
イ
チ
ェ
グ
ダ
川
を
航
し
て
ソ
リ
・
ウ
イ
チ

ェ
ゴ
ド
ス
カ
ヤ
（

ωo－
ぐ
M
『

nvomoa回
附
防
司

P

ωOH4uEvomoa曲
】
拘
）
に
い
た
り
、

そ
と
か
ら
カ
イ
ゴ
ロ
ド
ク
（
同
色
m
o
s
s
o
w－
同
色
向
。
円
。
岱
）

を
へ
て
、

ソ
リ
・
カ
ム
ス
カ
ヤ
の
町
に
達
す
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
北
方
を
ま
わ
る
の
が
当
時
の
通
常
の
コ

l
ス
で
あ
っ
て
、

ヨ＝－

3人

ク
ワ
か
ら
オ
カ
川
お
よ
び
ヴ
ォ
ル
ガ
川
を
下
り
、

位

Mザ。。

カ
ザ
ニ
を
へ
て
ソ
リ
・
カ
ム
ス
カ
ヤ
に
到
着
す
る
の
は
例
外
の
場
合
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
遜
路

ノ、

九



西
シ
ベ
リ
ア
θ
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

七
0 

ロ
シ
ア
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ
は
い
る
関
門
は
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
で
、

こ
こ
に
は
税
関
が
あ
り
、

カ
マ
川
交
通
路
を
と
っ
て
シ
ベ
リ
ア
へ
旅
行

す
る
者
は
、
す
く
な
く
と
も
原
則
的
に
は
、
す
べ
て
こ
こ
を
通
過
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
北
方
の
「
カ

ア
メ
ニ
越
え
」
に
よ
る
ぺ
チ
ョ
ラ
川
交
通
路
色
公
道
と
な
っ
て
お
り
、
主
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
帰
路
に
利
用
さ
れ
て
い
た
が

（
本
稿
六
六

頁
参
照
）
、

一
七
世
紀
後
半
に
な
っ
て
酉
シ
ベ
リ
ア
北
部
海
岸
の
マ
ン
ガ
ゼ
イ
ヤ
の
産
業
が
衰
微
す
る
と
‘

商
人
た
ち
は
ロ
シ
ア
へ
の
帰
路
に

も
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
を
経
由
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ト
ゥ
リ
エ
を
通
過
す
る
よ
う
に
努
力
し
、

ウ
ラ
ル
以
東
へ
の
交
通
が
す
べ
て
ヴ
ェ
ル
ホ

＋
主
R
U

こ
こ
を
通
ら
な
い
新
道
が
ひ
ら
か
れ
る
こ
と
を
極
力
阻
止
し
た
の
で
あ
っ
た
日

ロ
シ
ア
政
府
は
国
庫
収
入
を
考
慮
し
て
、

ク
ン
グ
l
ル
交
通
路
。

ロ
シ
ア
政
府
は
前
述
の
よ
う
に
、
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
公
道
以
外
の
交
通
路
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア
往
来
を
で
き
る
だ
け

禁
止
し
よ
う
と
し
た
が
、

し
か
し
、

も
っ
と
南
方
に
は
ウ
フ
ア
（

C
E
一
五
八
六
年
建
設
）
を
と
お
る
古
く
か
ら
の
商
業
路
が
あ
り
、
ま
た

一
七
世
紀
の
後
半
に
は
、

ク
ン
グ
l
ル
（
閃
EM何
回
同
1

・
一
六
四
九
年
建
設
）
経
由
の
道
が
重
要
な
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
道

は
ク
ン
グ
l
ル
か
ら
ウ
フ
ァ
川
の
支
流
ピ
セ
ル
チ
川
を
へ
て
チ
ュ
ソ
ワ
ヤ
川
の
上
流
に
い
た
り
、

そ
こ
か
ら
北
東
へ
む
か
う
道
は
レ
ジ
川
を
へ

て
イ
ル
ピ
ッ
ト
（

P
E
C
方
面
へ
ゆ
き
、
南
東
に
ひ
か
う
道
は
ウ
ラ
ル
山
脈
（
北
緯
五
七
度
）

を
こ
え
て
イ
セ
チ
川
の
上
流
へ
で
る
も
の
で
‘

後
代
の
シ
ベ
リ
ア
街
道
は
大
体
乙
の
コ

l
ス
を
と
っ
て
、

註
同

ル
ド
ロ
フ
ス
ク

ωぐ
O
円己
0
4回
目
内
）
に
達
し
て
い
た

P

イ
ェ
カ
テ
リ
ン
ブ
ル
ク
（
ペ

owmg江
口

σ口
同
問

一
七
二
二
年
建
設
、
現
在
の
ス
ヴ
ェ

ク
ン
グ
l
ル
経
由
の
交
通
路
は
、
前
述
の
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
公
道
よ
り
も
南
方
で
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
る
道
で
あ
る
。

一
八
世
紀
に
な
る

モ
ス
ク
ワ
を
中
心
と
す
る
中
部
ロ
シ
ア
の
商
業
は
ま
す
ま
す
発
展
し
て
、

心
は
一
六
世
紀
お
よ
び
一
七
世
紀
に
比
較
す
れ
ば
南
方
へ
移
動
し
た
。
そ
う
し
て
他
の
拙
稿
で
も
の
べ
た
よ
う
に
、
欧
露
の
南
方
お
よ
び
東
南

と
北
ロ
シ
ア
の
海
岸
地
方
の
商
業
が
お
と
ろ
え
、

ロ
シ
ア
経
済
の
重

方
へ
の
開
拓
が
す
す
み
、
ヴ
ォ
ル
ガ
下
流
万
面
や
ウ
ラ
ル
西
方
の
パ
シ
キ
リ
ア
（

ω
g
E
E
ユω）
へ
の
移
住
と
開
拓
が
い
ち
じ
る
し
く
な
っ
て

／
、
ヲ
9
0

一
方
で
は
こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
経
済
と
人
口
と
の
重
心
の
南
下
が
あ
り
、
ま
た
一
方
で
は
シ
ベ
リ
ア
の
開
拓
が
南
万
へ
前
進
し
た
と
い



な
い
で
、

イ
ェ
カ
テ
リ
ン
ブ
ル
ク
附
近
の
鉱
山
開
発
な
ど
の
こ
と
も
お
ζ

っ
て
、
従
来
の
よ
う
に
遠
く
ソ
リ
カ
ム
ス
ク
を
ま
わ
り
道
し

う
事
実
が
あ
り
、

カ
ザ
ニ
を
へ
て
モ
ス
』
ツ
ワ
と
チ
ュ
メ
ニ
と
を
直
接
に
連
絡
す
る
ク
ン
グ
l
ル
交
通
路
が
、
北
方
の
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
公
道
に
か
わ

蝕
お

る
運
命
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

と
し
て
、

ロ
シ
ア
政
府
は
一
八
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
も
、
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
公
道
へ
す
べ
て
の
交
通
を
（
と
く
に
商
人
の
交
通
を
）
ふ
り
b
け
よ
う

一
七
六
三
年
に
ク
ン
グ
l
ル
、
イ
ェ
カ
テ
リ
ン
ブ
ル
夕
、

た
び
た
び
ク
ン
グ
l
ル
交
通
路
に
た
い
す
る
禁
止
令
を
発
し
た
が
、
結
局
、

て
し
ま
っ
た
。

チ
ュ
メ
ニ
を
む
す
ぷ
街
道
の
自
由
交
通
が
公
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
北
方
の
ヴ
ヱ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
の
関
所
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
廃
止
さ
れ

て
ま
た
シ
ベ
リ
ア
最
初
の
鉄
道
も
大
体
こ
の
交
通
路
に
し
た
が
っ
て
、

こ
の
ク
ン
グ
l
ル
街
道
は
全
一
九
世
紀
を
つ
う
じ
て
ロ
シ
ア
本
国
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
い
た
る
唯
一
の
交
通
路
と
な
り
、
そ
う
し

一
八
八
五
年
に
ぺ
ル
ミ
（
唱
。
コ
ロ
現
在
の
モ
ロ
ト
フ
）
か
ら
イ
ェ
カ
テ

富
－

チ
ュ
メ
ニ
ま
で
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

リ
ン
ブ
ル
ク
（
現
在
の
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
）
を
へ
て
、

シ
ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
。
し
か
し
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
乙
ろ
に
シ
ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
の
建
設
計
画
が
具
体
佑
す
る
と
、
そ
れ
は
も
っ
と
南
方
で
ウ

フ
ァ
を
経
由
レ
て
建
設
さ
れ
た
鉄
道
は
、

ラ
ル
山
脈
を
横
断
す
る
も
の
と
な
っ
て
現
れ
た
。
す
な
は
ち
ヴ
ォ
ル
ガ
川
畔
の
サ
マ
ラ
（
現
在
の
ク
イ
プ
イ
シ
ェ
プ
関
戸
三
】
河
田
町
0
4）
か
ら
ウ

や
が
て
こ
れ
を
越
え
て
チ
ェ
リ
ヤ
ピ
ン
ス

一
八
九

O
年
に
ウ
ラ
ル
山
脈
に
達
し
（
北
緯
五
五
度
）
、

ク
（

nrau可
制

WEロ
印
】
内
）
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
開
拓
を
飛
躍
的
に
推
進
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
シ
ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
の
建
設

院
”

は
‘
乙
の
チ
ェ
リ
ヤ
ピ
ン
ス
ク
を
西
部
起
点
と
し
て
一
八
九
二
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
欧
露
と
シ
ベ
リ
ア
と
を
む
す
ぷ
ロ

シ
ア
人
の
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路
は
、
ふ
る
く
北
極
圏
内
に
は
じ
ま
り
、

註
1

シ
チ
ェ
グ
ロ
フ
原
著
、
シ
ベ
リ
ヤ
年
代
史
‘
＝
ニ
頁
O

F
S
a
m
F
U・冨－
H
O
n
v
R
E
H
5
2
g丘町

mg雪国
E
4
河。個師同町

宮
町
一
同
国
司
向
付
0
4
・

gars－
5
8・
回
可
－

N
∞・

シ
チ
ェ
グ
ロ
フ
、
前
掲
、
一
二
頁
。

2 

西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

一
九
世
紀
末
に
い
た
っ
て
北
緯
五
五
度
ま
で
南
下
し
た
の
で
あ
る
。

3 

回
国

WHH司
E
V
E－
ω・〈－
H
O
n
v
R
E
M
u
－
z
g
E
r
a
s山岡田仲田町目

白
σ由民
4

H
酒
田
一
盟
国

2
・（

z
z
a
5
3
可
口
弘
司
・
国
・
富

g回

mg－

H
U自問）曲片岡・・一可印・

回由

WHHE曲
v
g
．ω・
〈
．
ニ
広
島
・
回
可
・

Hω
∞・

七



西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

回目
r
v
E即日岡山口
uω
－
〈
・
日
目
立
a・
白
骨
円
・
芯
l
誌・

一
四
九
九
｜
一
五

O
O年
、
モ
ス
ク
ワ
の
諸
侯
セ
ミ
ヨ
ン
・
ク
ル
プ

ス
キ
イ
（
ω
－M4・
関
口
『
E
E
M『
）
等
の
ひ
き
い
る
ユ
グ
ラ
遠
征
軍
が
、
ぺ

チ
ョ
ラ
川
畔
か
ら
ど
の
道
を
と
っ
て
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
た
か
は
確
定

で
き
な
い
。
本
文
に
記
述
し
た
二
つ
の
道
の
う
ち
、
パ
フ
ル

1
シ
ン
は

南
万
の
ゾ
シ
ワ
川
へ
で
る
道
と
推
定
し
て
お
り
（
切
回
r
r寸
E
V
E－
告
－

aF
師同町・

JP
由ロ
O
ω
E
N）
、
レ

l
ベ
ジ
ェ
フ
は
北
方
の
ウ
サ
川
か
ら

ソ
ビ
川
へ
で
る
道
の
ほ
う
を
妥
当
と
考
え
て
い
る
（
円
四
σ
邑
2
・。
Hy

a戸
田
仲
『
・
包
iω
印）

5

回曲目内町吋ロ田町四
P
ω
・〈－

H
D
U・
門
戸
丹
田
可
・
寸
N
l
J可

ω・

ヘ
ル
ベ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
．
そ
の
著
書
の
な
か
に
一
六
世
紀
初
期
の

ロ
シ
ア
の
「
道
路
案
内
書
」
を
翻
訳
し
て
い
る
が
、
か
れ
は
「
モ
ス
ク

ワ
か
ら
オ
ビ
川
畔
へ
ゆ
く
人
は
、
ウ
ス
チ
ュ
ウ
グ
お
よ
び
ド
ヴ
ィ
ナ
川

を
へ
て
ベ
ル
ム
地
方
（
三
上
註
、
ウ
イ
チ
ェ
グ
ダ
川
流
域
）
を
通
る
も

っ
と
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
る
近
道
を
と
る
で
あ
ろ
う
が
」
と
記
し
た
の

ち
、
「
道
路
案
内
書
」
に
し
た
が
っ
て
、
メ
ゼ
ニ
川
か
ら
ペ
チ
ョ
ラ
川

を
へ
て
、
前
述
の
シ
チ
ュ
ゴ
ル
川
か
ら
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
ソ
シ
ワ
川

へ
下
る
道
を
記
述
し
て
い
る
。
出
向

σ
m
a
g
s－
包
恩
師
自
ロ
ロ
色

40ロH

2
2
2
Z
H
M
Gロ
河
E
g
g－
（
崎
町
丘
町
民
・
白
色
白
）
－

F
Cロ
a
o
p
H∞印
H｜

印

Nug－

－

同

w
M
U
P
S－

uu・

6

回目
WHHロ園田宮ロ・

ω
・〈－

HOHM－
aF
師同『・∞
N－
∞
∞
∞
吋
・

7

マ
ン
ガ
ゼ
イ
ヤ
と
い
う
の
は
、
オ
ピ
湾
東
部
の
沿
岸
地
方
の
こ
と
で

J

のマ
Q

（HU即応・白骨
H－
H品
H・田口。切｝内同回目）

7

ン
ガ
ゼ
イ
ヤ
と
い
う
地
名
は
、
エ
ネ
ツ
族
の
一
部
族
名
で
あ
る
モ

ン
カ
ジ
Z
Cロ
m
E
a
に
由
来
す
る
ζ

と
。
現
在
は
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
の
右

4 

七

10 

山一作
K
し
か
い
な
い
エ
ネ
ツ
族
が
、
以
前
に
は
そ
の
左
岸
地
方
に
も
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。
ロ
シ
ア
人
は
す
で
に
一
六
世
紀
半
ば
と
ろ
に
は
、

西
シ
ベ
リ
ア
の
桜
北
部
の
オ
ビ
川
と
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
と
の
閥
の
地
方
を

よ
く
知
っ
て
い
た
ζ

と
な
ど
の
考
証
は
ベ
ル
ク
に
み
え
る
（
切
叩

a－

岡、．

ω・
日
告
－

n
p・
ω－
包
｜
勾
）

ζ

の
地
方
に
は
夕
日
ス
川
畔
K
7
J
ガ
ゼ
イ
ヤ
市
が
、
一
六

O
O年
の

末
か
、
あ
る
い
は
一
六

O
一
年
の
は
じ
め
と
ろ
に
建
設
さ
れ
た
。

（
F
m
v
a
m
F
o・
g－H
C
匂－

n回
同
・
白
片
岡
・
ち
・
印
ロ
C

M

E

H
）

8

切担昨日
H
E田E
P
ω
・〈－

H
O
U－
n
x－
巧

1
8・
乙
の
時
代
の
北
氷

洋
沿
岸
の
海
上
交
通
路
に
つ
い
て
は
、
レ

l
ベ
ジ
ェ
フ
に
も
地
図
を
い

れ
た
詳
細
な
記
述
が
あ
る
（

F
$
a
g二
者
－

n
F
印可・

S
ー
に
ど
。

北
氷
洋
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
初
期
の
対
ロ
シ
ア
貿
易
、
お
よ
び
北
氷
洋

開
拓
史
に
つ
い
て
は
左
記
参
照
。

当
呂
田
口
”
吋
－

m
H
吋，
Z

E
ユ
可
吉
田
g
q
o片片
V
U
H
N
E回日目

。oEHM回
ロ
可
同
日
印
ωlHgω
・
富
田
ロ
n
v
g
g♂

H
u
g－

42Hl国
EAM－EM明

F0・
吋
・
〉
－

u
ω
0
4山由
Z

Z
品
回
目
白
H－n片山口・

2
2司凶「
O円－
r

H
由

ω∞・

9

ブ
ル
ガ
ル
族
に
よ
る
一

O
世
紀
い
ら
い
の
毛
皮
貿
易
に
つ
い
て
は
、

ヤ
ク
ボ
フ
ス
キ
l
、
グ
レ
コ
フ
共
著
、
播
磨
橘
吉
訳
、
金
帳
汗
国
史
、

昭
和
一
七
年
、
七

l
八
頁
、
九
O
頁
、
一
三
二
頁
参
照
。
ブ
ル
ガ

ル
族
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
諸
民
族
か
ら
毛
皮
を
入
手
し
て
い
た
が
、
そ
れ

ら
の
民
族
を
ば
ロ
シ
ア
人
が
よ
ん
だ
の
と
同
様
に
ユ
グ
ラ
族
（
ユ
ラ

ペ
z
g）
と
よ
ん
で
い
た
（
切
回
W
V円ロ印窓口、

ω・〈－
u
o
u・
門
戸
戸
印
可
－

uω
）
 

回白骨
HM吋ロ印吋
H
Z
－
ω
・〈－

nCHM－n
x・
印
可
－

U印
W
H
O
A－



日

盟

国
V
2・
HP
同
・
口
斗
HH白
河
口
協
同
国
ロ
宮
司
同
門
白
血
AWH印印。
l
H叶
0
0
・

回開門
H
a
a－
HEω
－
HM匂－
H
E
l
H
a
m－
H
E
l
H∞印・

ロ
回
目
r
rペロ回目回目ロ・

ω・〈－
HOHM－
n
z・
曲
可
－

E
・

パ
フ
ル

l
シ
ン
は
、
モ
ス
ク
ワ
大
公
の
軍
司
令
官
フ
ィ
ヨ

l
ド
ル
・

ク
ル
ブ
ス
キ
イ
（
明
白
血
湾
問
戸
円

Z
E
Z
等
が
‘
一
間
八
三
年
ウ
ラ
ル

東
方
の
タ
ウ
ダ
川
流
域
K
住
ん
で
い
た
ベ
ル
イ
ム
（
噌
常
山
司
ロ
）
の
マ
ン

シ
族
（
ヴ
ォ
ク
ル
族
）
に
む
か
つ
て
遠
征
し
た
と
き
、
す
で
に
と
の
道

を
利
用
し
た
と
考
え
て
い
る
が
、
レ

1
ベ
ジ
ェ
フ
の
見
解
で
は
、
も
っ
と

北
方
の
道
を
と
っ
た
と
し
、
ウ
イ
チ
ェ
グ
ダ
川
の
上
流
か
ら
ベ
チ
ョ
ラ

川
の
上
流
へ
と
さ
か
の
ぼ
っ
て
ウ
ラ
ル
山
脈
を
乙
え
、
ベ
ル
イ
ム
川
の

上
流
か
ら
タ
ウ
ダ
川
へ
下
っ
て
ゆ
く
道
を
図
示
し
て
い
る
（
戸
内
σ
包
2
・

ロ－

Z
－
uCHM－
n
F
帥円『・

ωゲ
出

m－
N）

日
目
白
WHMPH田町一口・

ω・〈－
HOHM－
nx・
国
号
－

HO印・

F
m
σ
a
g・
u
－冨－

H
O℃－

n
x・
印
可
－

g
・

M
E
E
E目立
P
ω
・
〈
・
日
告
－

n目付・曲片岡・

5
。・

ロ
シ
ア
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ
ゆ
く
道
路
と
水
路
と
を
記
述
し
た
一
七
世

紀
初
め
ご
ろ
の
コ
サ
ッ
ク
の
記
録
を
、
翻
訳
し
て
い
る
マ
ッ
サ
に
よ
れ

ば
、
ソ
リ
ウ
イ
チ
ェ
グ
ダ
か
ら
ヤ
レ
ン
ス
夕
、
ニ
エ
ム
川
を
へ
て
、
ヵ

マ
川
上
流
の
ヴ
ィ
シ
ェ
ラ
川
へ
う
つ
り
、
ソ
リ
カ
ム
ス
ク
か
ら
ウ
ラ
ル

山
脈
を
乙
え
て
、
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
ェ
、
チ
ュ
メ
ニ
を
経
由
し
ト
ポ
リ

ス
ク
に
達
す
る
道
、
か
詳
細
K
記
述
さ
れ
て
い
る
（
パ
ッ
ド
レ
イ
の
英
訳

と
そ
の
誌
に
よ
る
）
o
u
g
n
富
田
g
d
欠
。
円
円
〈
旬
町
田
m
r
o
t－ω
F
R同

〉
2

0
ロ
ロ
ミ
。
片
品
5
5
M仏
国
自
晶
君
主
四
円
若
者
師
同
5
5
宮
口
田
口
0
4
回、

g

ω志
向
目
白
・
〉
E
回同町】
1a一山口
M・
H
E
M－
G
ロ
』
．
司
・
回
目
apLmMコ
m
Z
E
E－

g
g
m
o－F

の
E
E－
F
Cロ《同
C
F
5
5・4
0
－－

N・

S
－
H｜印）

西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

一
七
世
紀
の
ロ
シ
ア
の
一
遺
支
使
節
は
北
方
の
道
を
と
っ
て
い
る
。

一
六
七
五
年
の
使
節
ス
パ
フ
ァ
リ
（
Z
・
ω宮
内
田
弘
司
）
は
大
休
乙
の
道

を
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
ま
た
カ
l
ア
ン
は
ロ
シ
ア
の
遣
支
使
節
イ

ス
プ
ラ
ン
ッ

2
5
5
E由
民
2
）
の
旅
行
を
記
述
す
る
に
あ
た
っ
て
、

使
節
一
行
は
一
六
九
二
年
モ
ス
ク
ワ
を
出
発
し
、
一
普
通
の
水
路
に
よ

っ
た
」
と
本
文
民
記
し
、
カ
イ
ゴ
ロ
ド
ク
を
へ
て
ソ
リ
カ
ム
ス
ク
に
到

着
し
た
こ
と
を
註
記
し
て
い
る
吉
田
町

8
・
。
・
日
出
z
g町
四
骨
印

円
。
－
丘
町
。
ロ
国
営
】
白
河
民
国
回
目
。

E
o
n
－
曲
。
r
E
O
曲
。
ロ
回
虫
O
R
o
g

の
同
国
ロ
色
（
H
o
g－

H
a
s・同
M
R
F
S
H
N
（門名門－

H
E
H）・匂－

E
W

ロ
o
－5ω

）

し
か
る
に
、
一
八
怖
紀
の
遺
文
使
節
イ
ス
マ
イ
ロ
フ
（
円
、
．
〈
・

同N
吉田回目
0
4
）
は
一
七
一
九
年
に
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
カ
ザ
ニ
経
山
の
道
を

と
っ
て
シ
ベ
リ
ア
へ
は
い
っ
て
い
る
（
の
回
目
回
目
H了
。
・

H
5区・

HM・
5
3

K
M

回
品
目
同
日
目
F
F
ω
・〈－

H
8・
n
F
印可－

H
g
I
H
S－

フ
イ
ツ
シ
ャ

l
G・
開
・
出
回
島
常
シ
ベ
リ
ア
史
｜
一
七
五
七
年
！
の

著
者
）
に
よ
れ
ば
、
一
六
五
六
年
に
チ
ュ
ソ
ワ
ヤ
川
に
よ
る
比
較
的
よ

い
道
が
発
見
さ
れ
た
が
、
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
を
と
お
る
商
口
聞
が
そ
ち

ら
へ
そ
れ
な
い
よ
う
に
、
一
六
五
九
年
に
は
通
行
禁
止
に
な
っ
た
と
い

う
乙
と
で
あ
る
（
の
田
町
田
口
、
。
・

HOHM－
n
x・
℃
・
印
ア
ロ
OH叩
ω）

叫
山
岡
田
r
v
E国
y
z
w
ω
・〈－

H
3・
n
z・印可－

H
S
I
H
S－

ロ
飯
間
貫
て
ロ
シ
ヤ
経
済
史
、
昭
和
二
八
年
、
一
凶
三
頁
。

FM『白田町口
HHEro－－
v
．
H・H
周回目
g
q
a
岳
叩
ロ
由
民
Oロ回目巾円。ロ
O
B刷、

O
片岡両

5
回目同・

2
2司
ペ
O
吋
日

p
s
s・
5
呂
田
口
0
・
印
｜
斗
・
乙
れ
は

原
著
モ
ス
ク
ワ
一
九
三
九
年
版
の
英
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
と
刊
行
さ
れ

た
原
著
の
摺
訂
版
で
は
、
地
図
が
全
部
は
ぷ
か
れ
て
い
る
。

七



西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路

叩
泊
康
照
帝
の
命
令
で
グ
定
ル
ガ
下
流
域
の
ト
ル
ゴ
l
ト
族
に
使
し
た
図

理
深
（
叫
J
H
l

ロ
ー
各
戸
口
）
は
、
康
照
五
二
年
（
一
七
二
二
年
）
、
シ
ベ
リ

ア
か
ら
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
公
道
を
と
っ
て
ウ
ラ
ル
山
脈
を
乙
え
て
い

る
（
図
理
深
、
異
域
録
、
朔
万
備
乗
、
巻
凶
三
｜
凶
四
所
収
）
。

ω仲間同ロ
g
p
の
・
日
可
－
H
Z白
H
4
2

－4m
O
同
忌
冊
。
H
H
E
g
m
m
g
E曲
目
『

g
己
話
回
凶
M
M

凶
ロ
O
同
仲
町
ω
4
0回一司
m
o
d号、同，
R
S
B・混同H（円mH】吋・

同
呂
田
）
・
切
開
y
H
H
N
i
ロ
斗
・

ま
に
、
ベ
l
リ
ン
ク
大
探
検
隊
の
シ
ベ
リ
ア
調
資
班
で
あ
っ
た
ク
メ

リ
ン
や
ミ
ュ
レ
ル
（
の
・
司
－

Z
E
Z吋
）
等
の
一
行
は
、
一
七
三
三
年
に

カ
ザ
ニ
か
ら
ク
ン
グ
l
ル
を
経
由
し
て
ウ
ラ
ル
山
脈
を
乙
え
、
イ
ェ
カ

テ
リ
ン
ブ
ル
ク
、
イ
ル
ピ
ッ
ト
を
へ
て
、
チ
ュ
メ
ニ
に
達
し
て
い
る

回
、
結

言

以
上
は
主
と
し
て
シ
チ
ェ
グ
ロ
フ
、
パ
フ
ル

l
シ
ン
、
ベ
ル
ク
、

七
四

（の

g
a
g
w
一『・。・
u

何冊目凹店内宮吋円何回

ω
F庄
市
ロ
・
。
。
同
昨
日
ロ
畑
町
巾
同
グ
ロ
臼
・

切円四・
H

－
ω
・
ωu
吋
白
m
m
H出血
m
Z
S
F
開国江田）

m
m
E
5
2凹V
F
ω
．
〈
・
H
8
・

nx・
号
・
H
H
H
．

複
本
武
揚
は
明
治
一
一
年
ご
八
七
八
年
）
に
、
ま
た
福
島
中
佐
は

明
治
二
五
年
二
八
九
二
年
）
に
、

ζ

の
ク
ン
グ
l
ル
交
通
路
を
と
っ

て
欧
露
か
ら
ウ
ラ
ル
山
脈
を
こ
え
、
シ
ベ
リ
ア
へ
は
い
っ
て
い
る
。
叡

本
武
揚
、
シ
ベ
リ
ア
日
記
、
昭
和
一
四
年
、
二
七
｜
四
九
頁
。
福

向
安
正
、
単
騎
遠
征
（
福
島
将
軍
遺
綱
、
昭
和
一
六
年
、
所
収
）
同
六

五
六
頁
。

満
鉄
編
、
亜
細
亜
露
西
亜
の
交
通
、
昭
和
二
年
、
六
三
｜
七
二
頁
。

20 

レ
！
ベ
ジ
ェ
フ
等
、

ソ
連
に
お
け
る
西
シ
ベ
リ
ア
の
歴
史
学
的
な
ら
び
に

歴
史
地
理
学
的
研
究
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
前
半
に
お
い
て
は
、

ロ
シ
ア
人
進
出
時
代
の
西
シ
ベ
リ
ア
北
部
に
は
ユ

グ
ラ
族
や
サ
モ
ヤ
ジ
族
、
南
部
に
は
チ
ュ
ル
ク
系
の
シ
ベ
リ
ア
汗
国
の
タ
タ

l
ル
族
や
ア
ル
タ
イ
山
地
の
タ
タ

l
ル
族
、
ま
た
イ
ェ
ニ
セ
イ
川

脈
の
北
部
を
こ
え
て
、

上
流
方
面
に
は
キ
ル
ギ
ス
族
が
い
た
こ
と
な
ど
を
の
べ
、
後
半
で
は
ウ
ラ
ル
越
え
交
通
路
の
変
遷
を
考
察
し
た
。

の
ち
に
は
南
部
の
森
林
ス
テ
ツ

ロ
シ
ア
人
は
最
初
ウ
ラ
ル
山

シ
ベ
リ
ア
北
部
の
ツ
ン
ド
ラ
帯
や
森
林
帯
の
諸
民
族
と
接
触
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

プ
帯
の
諸
民
族
を
も
征
服
す
る
に
い
た
り
、
欧
露
の
経
済
的
お
よ
び
人
口
的
重
心
の
南
下
と
も
あ
い
ま
っ
て
、

ロ
シ
ア
と
シ
ベ
リ
ア
と
を
ひ
す

’』。
み
j

つ
ぎ
の
機
会
に
は
こ
れ
と
関
連
し
て
、

ぶ
ウ
ラ
ル
横
断
交
通
路
は
、
時
代
と
と
も
に
北
極
圏
内
か
ら
し
だ
い
に
南
方
へ
、
北
緯
五
五
度
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
ま
で
移
動
し
た
の
で
あ
っ

シ
ベ
リ
ア
北
部
の
森
林
帯
か
ら
南
部
の
森
林
ス
テ
ッ
プ
帯
へ
前
進
す
る
ロ
シ
ア
人
の
開
拓
に
つ
い
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The Natives of Western Siberia and the Routes across 

the Urals By M. Mikami 

When the Russians expanded into West Siberia in the 16th and 



-2-

17th centuries, they found settled in the northern part the "Yugra" 

(Voguls or Mansi, and Ostyaks or Khanty), the "Ostyak-Samoyed" 

(Serkupy), the "Yenisei Ostyak" (Kety), and the "Samoyad" 

(Nenets), as the Russians called them, and in its southern part, 

the Tatars of the Siberian khanate and the Tatars of Altai Mounta

ins, and in the upper valley of the Yenisei, what they called the 

Yenisei-Kirgiz. (Fig. 1) 

The Russians first came to the northern part. In the beginning 

of the 12th century, they crossed the northern part of the Urals, 

and came to be in contact with the various peoples in the tundra 

zone and the forest zone of the northern part of West Siberia. 

Later they conquered the peoples in the southern part. The routes 

across the Urals, that connected European Russia and Siberia 

which first passed inside the southern edge of the Arctic region 

(lat. 67°N), came to move down south to the Trans-Siberian 

Railroad (lat. 55°N). (Fig. 2) 
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